
̎ɹ෼ੳテーϚ

ʲ̍ʳප౩ɾ෦ॺのఆ਺഑ஔༀにؔ࿈ͨ͠ྫࣄ
　ҩྍ機関内では、ҩࢣが患者͝とにॲ方Φーダをೖ力し、ༀࢣࡎが؂査したう͑で調ࡎし、؃護ࢣ

が患者に࢖用することが多い。Ұ方、不຾࣌や発೤࣌などにできるͩけ଎やかにༀࡎを౤与する必要

がある৔合は、ҩࢣはあらかじめ必要࣌ࣔࢦをग़しておき、؃護ࢣは患者の状ଶに応じてප౩・෦ॺ

の定਺഑ஔༀを࢖用することがある。

　定਺഑ஔༀは、ॲ方Φーダや෷いग़しを଴たͣに必要࣌ࣔࢦなどによりਝ଎に౤与することができ

る。しかし、ༀࢣࡎのॲ方؂査やΦーダリングシステムのアラートの仕組みがೖらないため、ༀࡎの

が഑ஔ৔ॴからऔりଗࢣ؃護、内容が適切でなくても、そのまま౤与されるՄ能性がある。またࣔࢦ

͑て४備するࡍにༀࡎをऔりҧ͑るՄ能性がある。

　本事ۀには、定਺഑ஔༀに関連した事ྫが報告されており、ୈ��ճ報告ॻʢ����೥�݄ެදʣで

は、分ੳテーϚでʮαイϨース੩஫とセϨネース஫をऔりҧ͑て౤与した事ྫʯ�ʣをऔり্͛た。さ

らに、ҩྍ安全情報/P����ʮセϨネース஫とαイϨース੩஫のऔりҧ͑ʯ�ʣʢ����೥�݄提ڙʣで

は、セϨネース஫とޡってαイϨース੩஫を定਺഑ஔༀから४備し、౤与した事ྫについて஫ҙىש

を行った。

　今ճ、����೥�݄ʙ�݄に、ώϠリ・ϋット事ྫの今期のテーϚとしてʮප౩・෦ॺの定਺഑ஔༀ

に関する事ྫʯをऩ集し、ҩྍ事ނ情報とซせて૯合的に分ੳすることとした。本テーϚは�ճの報

告ॻにΘたってऔり্͛ることとしており、本報告ॻでは、ҩྍ事ނ情報とώϠリ・ϋット事ྫの֓

要を整ཧし、アϨルΪー・سېに関連した事ྫとༀؒྔࡎҧいに関連した事ྫについて分ੳを行っ

た。

̎　෼ੳςʔϚ� ʲ̍ʳප౩ɾ෦ॺͷఆ਺഑ஔༀʹؔ࿈ͨ͠事ྫ� ˙

– �� – – �� –医療事故情報収集等事業　第 78 回報告書



ʢ̍ʣҩྍނࣄ৘ใの֓要
̍ʣใࠂঢ়گ
ᶃ対৅ྫࣄ
　����೥�݄ʙ����೥�݄に報告されたҩྍ事ނ情報のதから、事ނの֓要でʮༀࡎʯがબ択

され、キーϫードʮ഑ஔༀ　定਺ༀ　保ྫྷݿ　ༀ඼ݿ　ༀ඼カート　ৗ備ༀ　ストック�定਺഑

ஔʯのいͣれかを含Ή事ྫを検ࡧした。検ࡧされた事ྫの内容をਫ਼査し、定਺഑ஔༀのࣔࢦʙ४

備のஈ֊または؅ཧのஈ֊においてԿらかのؒҧいが発生した事ྫを対象とした。定਺഑ஔༀに

ಛ༗のؒҧいを分ੳするため、౤与のஈ֊で発生した஫ࣹثऔりҧ͑や౤与経路ؒҧいなどの事

ྫは対象に含めないこととした。

　また、救ٸカートに関連した事ྫは、Ұൠ的な定਺഑ஔༀに関連した事ྫとは状況がҟなるた

め、対象に含めないこととした。救ٸカートに関連した事ྫについては、本事ۀのୈ��ճ報告

ॻʢ����೥��݄ެදʣのݸผのテーϚの検討状況ʮ救ٸカートに४備されたༀࡎのऔりؒҧ

いʯ、ҩྍ安全情報/P���ʮ救ٸカートに഑ஔされたༀࡎのऔりҧ͑ʯʢ����೥�݄提ڙʣを参র

していたͩきたい。

ᶄใ݅ࠂ਺
　����೥�݄ʙ����೥�݄に報告された事ྫのうͪ、対象とする事ྫは��݅であった。

ਤදᶙʵ̍ʵ̍ɹใ݅ࠂ਺

ใࠂ೥ ���� ���� ���� ���� ����
ʢ�ʙ�݄ʣ ܭ߹

݅਺ � � � �� �� ��

̎ʣྫࣄの֓要
ᶃൃੜ৔ॴ
　事ྫにࡌهされた発生৔ॴを整ཧしてࣔす。

ਤදᶙʵ̍ʵ̎ɹൃੜ৔ॴ
ൃੜ৔ॴ ݅਺ ൃੜ৔ॴ ݅਺

පࣨ �� 検査ࣨ �

救ٸ֎དྷ・救໋救ٸセンター �� ප౩ॲஔࣨ �

手術ࣨ �� ප౩調ࣨࡎ・஫ࣹ४備ࣨ �

֎དྷॲஔࣨ �� ์ࣹઢࡱӨࣨ �

*$6・/*$6 �� 健਍センター �

スタッフステーション �� 透ੳࣨ �
˞ෳ਺の発生৔ॴがࡌهされた事ྫがある。
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ᶄؔ࿈਍ྍՊ
　関連਍ྍՊを整ཧしてࣔす。

ਤදᶙʵ̍ʵ̏ɹؔ࿈਍ྍՊ
ؔ࿈਍ྍՊ ݅਺ ؔ࿈਍ྍՊ ݅਺

֎Պ � ফ化ثՊ �

॥環ث内Պ � ຑਲՊ �

Պ؟ � ؇࿨ケアՊ �

খࣇՊ � 健਍センター �

内Պ � 内Պثٵݺ �

೴ਆ経֎Պ � ࣖඓҺ޴Պ �

ਓՊ・්ਓՊ්࢈・Պ࢈ � ਆ経Պ �

ਫ਼ਆՊ � ৺ଁ݂؅֎Պ �

救ٸՊ・救ٸ集த࣏ྍՊ � 整ܗ֎Պ �

݂ӷ内Պ � ൻ೘ثՊ �
˞関連਍ྍՊはෳ਺ճ౴がՄ能である。

ᶅ౰ऀࣄ৬छͱ৬छݧܦ೥਺
　当事者৬छと৬छ経ݧ೥਺を整ཧしてࣔす。当事者は�ਓの事ྫが��݅、ෳ਺の事ྫが��݅

であり、当事者が��ਓҎ্の事ྫが�݅あった。

ਤදᶙʵ̍ʵ̐ɹ౰ऀࣄ৬छͱ৬छݧܦ೥਺

౰ऀࣄ৬छ
৬छݧܦ೥਺

ܭ߹
�ʙ�೥ �ʙ�೥ ��ʙ��೥ ��ʙ��೥ ��೥Ҏ্

؃護ࢣ �� �� � � �� ��

ҩࢣ �� �� � � �� ��

ༀࢣࡎ �� �� � � �� ��

ॿࢣ࢈ �� �� � � �� ��

਍ྍ์ࣹઢ技ࢣ �� �� � � �� ��
˞当事者はෳ਺ճ౴がՄ能である。
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ᶆใ͞ࠂΕͨༀࡎのछྨ
　報告されたༀࡎのछྨは、஫ࣹༀが��݅と多かった。

ਤදᶙʵ̍ʵ̑ɹใ͞ࠂΕͨༀࡎのछྨ
छྨ ݅਺

஫ࣹༀ ��

内෰ༀ ��

֎用ༀ ��
˞஫ࣹༀと内෰ༀをऔりҧ͑た事ྫが�݅報告されていた。

ᶇऀױ΁のӨڹ
　報告された事ྫでબ択された事ނの程度と࣏ྍの程度をࣔす。事ނの程度では、ʮো害なしʯ

やʮো害࢒存のՄ能性なしʯがબ択された事ྫが多かった。Ұ方、Ҽ果関係は不明であるが、

ʮࢮ๢ʯやʮো害࢒存のՄ能性があるʢ高いʣʯがબ択された事ྫも報告されていた。࣏ྍの程度

では、൒਺Ҏ্の事ྫでʮೱްな࣏ྍʯまたはʮܰඍな࣏ྍʯがબ択されており、Կらかの࣏ྍ

を要していた。

　

ਤදᶙʵ̍ʵ̒ɹނࣄのఔ౓� ਤදᶙʵ̍ʵ̓ɹ࣏ྍのఔ౓
のఔ౓ނࣄ ݅਺ ࣏ྍのఔ౓ ݅਺

๢ࢮ �� ೱްな࣏ྍ ��

ো害࢒存のՄ能性があるʢ高いʣ �� ܰඍな࣏ྍ ��

ো害࢒存のՄ能性があるʢ௿いʣ �� ࣏ྍなし ��

ো害࢒存のՄ能性なし �� 不明 ��

ো害なし �� ˞ʮҩྍの実施ありʯをબ択した��݅の内༁をࣔす。

ܭ߹ ��
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ᶈྫࣄの෼ྨ
　報告された内容をもとに事ྫを分ྨし、ओな発生ஈ֊とともにࣔす。

　

ਤදᶙʵ̍ʵ̔ɹྫࣄの෼ྨ
の෼ྨྫࣄ ओͳൃੜஈ֊ ݅਺

アϨルΪー・سې ग़しࣔࢦ ��

ༀؒྔࡎҧい डけʗ४備ࣔࢦग़しʗࣔࢦ ��

౤与೔ؒҧい

डけࣔࢦ

��

ॏෳ౤与 ��

མとしݟコメントのࣔࢦ ��

ༀࡎऔりҧ͑ डけʗ४備ࣔࢦ ��

規֨ؒҧい
४備

��

期ݶ切れༀࡎの࢖用 ��

ܭ߹ ��

　また、参ߟのため、必要࣌ࣔࢦにより定਺഑ஔༀを࢖用するࡍのۀ຿のྲྀれと、֤ஈ֊で発生

した事ྫの分ྨをࣔす。

ਤදᶙʵ̍ʵ̕ɹ�ఆ਺഑ஔༀΛ࢖༻するࡍのۀ຿のྲྀΕͱใ͞ࠂΕͨྫࣄの෼ྨ�
ʢඞ要࣌ࣔࢦのೖྗ͔Βༀࡎの४උ·Ͱʣ

コメント
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ʢ̎ʣώϠϦɾϋοτྫࣄの֓要
　����೥�݄ʙ�݄に、ώϠリ・ϋット事ྫの今期のテーϚとしてʮප౩・෦ॺの定਺഑ஔༀに関連

した事ྫʯをऩ集した。

̍ʣใࠂঢ়گ
ᶃൃੜ݅਺৘ใ
　����೥�݄ʙ�݄に報告されたώϠリ・ϋット事ྫの発生݅਺情報のうͪ、今期のテーϚの報

告݅਺をࣔす。

ਤදᶙʵ̍ʵ̍̌ɹώϠϦɾϋοτྫࣄのʮظࠓのテーϚʯのൃੜ݅਺৘ใのใ݅ࠂ਺

ใؒظࠂ

の༗ແࢪҩྍの࣮ͨͬޡ

ܭ߹

ͳ͠ࢪ࣮

Γ͋ࢪ࣮

Өڹ౓ʢ౰֘ྫࣄの಺༰͕Ծに࣮͞ࢪΕͨ৔߹ʣ
๢΋͘͠͸ॏࢮ
ಞͳঢ়گにͬࢸ
ͨͱ͑ߟΒΕる

ೱްͳॲஔɾ࣏
ྍ͕ඞ要Ͱ͋る
ͱ͑ߟΒΕる

ܰඍͳॲஔɾ࣏ྍ
͕ඞ要΋͘͠͸ॲ
ஔɾ࣏ྍ͕ෆ要ͱ
ΒΕる͑ߟ

�݄ʵ�݄ �� �� ��� �
��� �
���

�݄ʵ�݄ �� �� ��� �
��� �
���

ܭ߹ �� ��� ��� �
��� �
���

ᶄྫࣄ৘ใ
　����೥�݄ʙ�݄に、ώϠリ・ϋット事ྫの今期のテーϚとしてʮප౩・෦ॺの定਺഑ஔༀに

関連した事ྫʯをऩ集した。ऩ集した事ྫのうͪ、ҩྍ事ނ情報と同様に、定਺഑ஔༀのࣔࢦʙ

४備のஈ֊または؅ཧのஈ֊においてԿらかのؒҧいが発生した事ྫを対象としたとこΖ、対象

事ྫは��݅であった。

　今期のテーϚのऩ集期ؒ内の対象事ྫの݅਺がগなかったため、事ྫを૎って検ࡧし、過ڈの

報告事ྫもซせて分ੳすることとした。����೥�݄ʙ����೥��݄に報告され、本事ۀの事ྫ検

し、内ࡧ情報と同じキーϫードで検ނでެදされているώϠリ・ϋット事ྫについて、ҩྍ事ࡧ

容をਫ਼査したとこΖ、同Ұ内容のॏෳ事ྫをআいた対象事ྫは��݅であった。

　Ҏ্より、本テーϚでは、����೥�݄ʙ����೥�݄に報告された対象事ྫ���݅について分ੳ

を行うこととした。

ਤදᶙʵ̍ʵ̍̍ɹใ݅ࠂ਺

ใࠂ೥ ���� ���� ���� ���� ����
ʢ�ʙ�݄ʣ ܭ߹

݅਺ �� �� �� �� �� ���
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̎ʣྫࣄの֓要
ᶃൃੜ৔ॴ
　事ྫにࡌهされた発生৔ॴを整ཧしてࣔす。

ਤදᶙʵ̍ʵ̍̎ɹൃੜ৔ॴ
ൃੜ৔ॴ ݅਺ ൃੜ৔ॴ ݅਺

පࣨ �� 救ٸ֎དྷ・救໋救ٸセンター �

*$6・H$6・/*$6 �� ༀہʢ調ࡎॴʣ �

ප౩ॲஔࣨ �� ֎དྷ化ֶྍ法ࣨ �

スタッフステーション �� ֎དྷॲஔࣨ �

手術ࣨ �� ֎དྷ �

ප౩ �� 検査ࣨ �
˞ෳ਺の発生৔ॴがࡌهされた事ྫがある。

ᶄ౰ऀࣄ৬छͱ৬छݧܦ೥਺
　当事者৬छと৬छ経ݧ೥਺を整ཧしてࣔす。

　

ਤදᶙʵ̍ʵ̍̏ɹ౰ऀࣄ৬छͱ৬छݧܦ೥਺

౰ऀࣄ৬छ
৬छݧܦ೥਺

ܭ߹
�ʙ�೥ �ʙ�೥ ��ʙ��೥ ��ʙ��೥ ��೥Ҏ্

؃護ࢣ �� �� �� �� �� ���

ༀࢣࡎ �� �� �� �� �� ���

ॿࢣ࢈ �� �� �� �� �� ���

ҩࢣ �� �� �� �� �� ���

ࢣՊҩࣃ �� �� �� �� �� ���

ྟচֶ޻技࢜ �� �� �� �� �� ���
˞当事者はෳ਺ճ౴がՄ能である。

ᶅใ͞ࠂΕͨༀࡎのछྨ
　報告されたༀࡎのछྨを整ཧしたとこΖ、ҩྍ事ނ情報と同様に஫ࣹༀが࠷も多かったが、内

෰ༀや֎用ༀもൺֱ的多かった。

　

ਤදᶙʵ̍ʵ̍̐ɹใ͞ࠂΕͨༀࡎのछྨ
छྨ ݅਺

஫ࣹༀ ���

内෰ༀ ���

֎用ༀ ���

不明 ���

ܭ߹ ���
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ᶆྫࣄの෼ྨ
　報告された内容をもとに事ྫを分ྨし、ओな発生ஈ֊とともにࣔす。

ਤදᶙʵ̍ʵ̍̑ɹྫࣄの෼ྨ
の෼ྨྫࣄ ओͳൃੜஈ֊ ݅਺

ༀࡎのࣔࢦʙ४උのஈ֊Ͱൃੜͨ͠ྫࣄ
アϨルΪー・سې ग़しࣔࢦ ��

���

ༀؒྔࡎҧい डけʗ४備ࣔࢦग़しʗࣔࢦ ��

ະ౤与

डけࣔࢦ

��

ॏෳ౤与 ��

౤与ִؒؒҧい ��

の౤与ࡎがないༀࣔࢦ ��

ༀࡎऔりҧ͑
डけʗ४備ࣔࢦ

��

規֨・ؒܗࡎҧい ��

期ݶ切れༀࡎの࢖用
४備

��

そのଞ ��

ༀࡎのࣔࢦʙ४උのஈ֊Ҏ֎Ͱൃੜͨ͠ྫࣄ
ิॆのؒҧい

؅ཧ

�

��

用済みॲ方のؒҧい࢖ �

実施ه࿥のؒҧい �

保؅தの期ݶ切れ �

ฦ٫のؒҧい �

ۭアンプルのऔりѻいؒҧい �

そのଞ �

ܭ߹ ���

ʢ̏ʣΞϨルΪーɾسېにؔ࿈ͨ͠ྫࣄ
　アϨルΪー・سېに関連したҩྍ事ނ情報��݅とώϠリ・ϋット事ྫ�݅について、事ྫをʮアϨ

ルΪーʯとʮسې・஫ҙすべきༀࡎʯに大ผして分ੳする。アϨルΪー・سېに関連した事ྫは、す

べて発生ஈ֊がʮࣔࢦग़しʯであった。

ਤදᶙʵ̍ʵ̍̒ɹΞϨルΪーɾسېにؔ࿈ͨ͠ྫࣄ
の෼ྨྫࣄ ҩྍނࣄ৘ใ ώϠϦɾϋοτྫࣄ ܭ߹

アϨルΪー �� � ��

ࡎ஫ҙすべきༀ・سې �� � ��

ܭ߹ �� � ��
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̍ʣΞϨルΪーにؔ࿈ͨ͠ྫࣄ
　アϨルΪーに関連したҩྍ事ނ情報�݅とώϠリ・ϋット事ྫ�݅について分ੳする。

ᶃༀࡎΛͨࣔ͠ࢦঢ়گ
　事ྫにࡌهされた内容から、アϨルΪーのあるༀࡎをࣔࢦした状況を整ཧした。ೖӃ࣌などに

あらかじめग़しておく必要࣌ࣔࢦにࡌهしていた事ྫが�݅と࠷も多かった。また、救ٸ֎དྷな

どで、ҩࢣが患者の状ଶからༀࡎの࢖用を൑அし、その৔で࢖用した事ྫが�݅報告されていた。

ਤදᶙʵ̍ʵ̍̓ɹༀࡎΛͨࣔ͠ࢦঢ়گʢΞϨルΪーにؔ࿈ͨ͠ྫࣄʣ
ༀࡎΛͨࣔ͠ࢦঢ়گ ݅਺

必要࣌ࣔࢦにࡌهした ��

ҩࢣが患者の状ଶからༀࡎの࢖用を൑அし、その৔でࣔࢦまたは౤与した ��

クリニカルパスの内容をมߋせͣࣔࢦした ��

෦門システムからΦーダした ��

をग़したࣔࢦ಄ޱ ��

不明 ��

ܭ߹ ��

ᶄใ͞ࠂΕͨༀࡎ
　᙭௧࣌・発೤࣌に࢖用するༀࡎが多く、アセリΦ੩஫ӷ����NHόッグやロキιプロフΣンৣ

��NHが報告されていた。また、ە߅ༀもෳ਺報告があった。

ਤදᶙʵ̍ʵ̍̔ɹใ͞ࠂΕͨༀࡎʢΞϨルΪーにؔ࿈ͨ͠ྫࣄʣ
ใ͞ࠂΕͨༀࡎ ݅਺

஫ࣹༀ

アセリΦ੩஫ӷ����NHόッグ �

スルόシリン੩஫用�H �

セフΝκリン/B஫ࣹ用˞��˞� �

φフΝモスタットメシルࢎԘ˞� �

プロϙフΥール੩஫��˞��˞� �

内෰ༀ ロキιプロフΣンৣ��NH˞� �

֎用ༀ ロキιニンパップ���NH �
˞��԰߸はআいてࡌهした。
˞��規֨は不明である。
˞��ൢച໊は不明である。
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ᶅྫࣄの಺༰
　アϨルΪーに関連したओな事ྫの内容と専門分ੳ൝のٞ࿦を঺հする。

ਤදᶙʵ̍ʵ̍̕ɹΞϨルΪーにؔ࿈ͨ͠ྫࣄの಺༰
/P� ۠෼ の಺༰ྫࣄ 要Ҽܠのഎނࣄ վળࡦ

ඞ要࣌ࣔࢦにͨ͠ࡌه

�

医
療
事
故
情
報

患者プロフΝイルにカロφールでアϨルΪーと
の情報がೖ力されていた。患者が発೤したࡍに
必要࣌ࣔࢦを確認したとこΖ、ʮ発೤࣌アセリ
Φʯとࡌهがあり、ප౩の定਺഑ஔༀからऔり
ग़して౤与した。患者は全身の΄てりײをૌ
͑、όイタルαインのଌ定、モニタ૷ணを行
い、経過࡯؍したとこΖ、঱状はফࣦした。

を४備すࡎをग़す࣌、ༀࣔࢦ�・
る࣌にアϨルΪーの༗ແを確
認しなかった。

・�ೖӃ࣌ࣔࢦなどの必要࣌ࣔࢦ
はࣔࢦ฽のͩࡌهけなので、
ॲ方Φーダする࣌とҧってア
ラートがग़ない。

・�ҩࢣはࣔࢦをग़す࣌、
؃護ࢣはༀࡎを࢖用す
る࣌にアϨルΪー情報
を確認する。

・�必要࣌ࣔࢦのフΥー
Ϛットに஫ҙ事߲を௥
加する。

ઐ໳෼ੳ൝のٞ࿦

カルテのシステムでアラートがग़る仕組みがないҩྍࢠి、ࡍをग़すࣔࢦ状では、ೖӃ࣌などに必要࣌ݱ˓
機関が多い。

˓Ұ෦のҩྍ機関では、システムの改修により、必要࣌ࣔࢦのༀࡎを؃護ࢣが౤与લに実施ೖ力すると、ア
ϨルΪー情報がొ࿥されている৔合にはアラートをग़すなどの仕組みを検討தである。

˓必要࣌ࣔࢦと஫ࣹΦーダを連携させているҩྍ機関もあり、アϨルΪー情報がొ࿥されているༀࡎのࣔࢦ
を実施ೖ力するとアラートでؾ付くことができる。しかし、࣌ٸۓはΦーダを଴たͣに定਺഑ஔༀから࢖
用することもあるため、全ྫで運用することは೉しい。

˓ೖӃதにアϨルΪー情報が௥加された৔合、それҎલにग़された必要࣌ࣔࢦにはその情報が反映されてい
ないことがある。

ҩऀױ͕ࢣのঢ়ଶ͔Βༀࡎの࢖༻Λ൑அ͠ɺͦの৔Ͱࣔࢦ·ͨ͸౤༩ͨ͠

�

医
療
事
故
情
報

救ٸൖૹされた患者に、ٸ性ף঱ީٸ、܈性৺
不全のため؅ؾૠ؅を行った。ਓ؅ٵݺ޻ཧを
開始し、৺ଁカテーテル検査にग़౩༧定であっ
た。ૠ؅࣌にҙ識ো害があり、ૠ؅後にԫ৭ᙹ
を認めたことから、ҩࢣはޡᅞしたՄ能性をߟ
ྀしてスルόシリンの౤与をࣔࢦした。؃護ࢣ
"はॳྍࣨの定਺഑ஔༀのスルόシリン੩஫用
�Hと生ཧ৯Ԙӷ��N-をミキシングし、؃護ࢣ

・�ҩࢣはە߅ༀの౤与が必要と
൑அしたが、ిࢠカルテにొ
࿥されているアϨルΪーༀࡎ
の確認をしなかった。

・�ༀࡎを࢖用するલにア
ϨルΪーの༗ແを確認
する。

・�患者情報をॻくホϫイ
トϘードにアϨルΪー
情報をॻき、スタッフ
で情報をڞ༗する。

#が౤与を開始した。その後、݂ѹのஶ明な௿Լを認め、ϊルアドリφリン、アドϨφリンを౤与したが、
TMPX�75から1&"となった。$13を開始し、ٸいで৺ଁカテーテル検査ࣨへग़౩した。$13への反応が๡しい
ため、7"�&$.Oをಋೖした後、1$*を施行した。その後、౤与したスルόシリンがༀࡎアϨルΪーにొ࿥さ
れていたことにؾ付いた。ൽෘॴݟなどにはม化がなかった。

ઐ໳෼ੳ൝のٞ࿦

఺からも原則としてॲ方؍ではなく、アϨルΪーのリスクのࡎ性が高いༀٸۓを૪う΄どࠁༀはҰە߅˓
Φーダして౤与するとよいのではないか。

ༀのアϨルΪーを༗する患者はগなくないため、定਺഑ஔༀから౤与する৔合はಛに、アϨルΪー情ە߅˓
報を確認することがॏ要である。
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/P� ۠෼ の಺༰ྫࣄ 要Ҽܠのഎނࣄ վળࡦ

クϦχΧルύスの಺༰Λมͨࣔ͠ࢦͣͤߋ

�

医
療
事
故
情
報

患者は؟Պ手術ऴྃ後、ࠒ�����にࣨؼした。
によࣔࢦ௧૿強のૌ͑があったため、᙭௧࣌؟
りප౩の定਺഑ஔༀからロキιプロフΣン/B
ৣ��NHを与ༀし、�����に患者は内෰した。
�����に患者からφースコールがあり、ࠔٵݺ
೉ײのૌ͑があった。患者は、4QO����ʙ��ˋ
と大きな௿Լはなかったが、ٵݺ苦のૌ͑が強
いためࢎૉ౤与を開始した。患者よりʮઌ΄ど
のༀにロキιニンの成分がೖっていましたかʁ
がݴロキιニンのアϨルΪーなΜですʯと発ࢲ
あった。患者から、Ҏલにもロキιニンでٵݺ
し、ೖӃ࣌にアϨルΪーについてݱがग़ײ೉ࠔ
఻͑ていたことをௌऔした。アϨルΪーొ࿥が
されていたが、୲当؃護ࢣはアϨルΪー情報の
確認を行っておらͣ、᙭௧࣌ࣔࢦはクリニカル
パスをస用したものでロキιプロフΣンとࡌه
されていた。

・�ロキιプロフΣンのアϨル
Ϊーొ࿥はされていたが、ҩ
はクリニカルパスの᙭௧࣌ࢣ
。していなかったߋをมࣔࢦ

・�ೖӃ࣌の਍࡯とクリニカルパ
スのೖ力を行ったҩࢣがロキ
ιニンアϨルΪーを೺Ѳして
いたかは不明である。

・�ओ࣏ҩはロキιニンアϨル
Ϊーについて೺Ѳしていた
が、ผのҩࢣがೖ力したクリ
ニカルパスの᙭௧࣌ࣔࢦを確
認しなかった。

・�୲当؃護ࢣはアϨルΪー情報
を確認していなかった。

・�与ༀ࣌、؃護ࢣは患者にༀࡎ
໊を఻͑たが、患者はฉこ͑
ていなかった。

・�患者は؟の術後であったため
を確໊ࡎքが不明ྎで、ༀࢹ
認せͣ内෰した。

・�؃護ࢣは、情報ऩ集の
に୲当患者のアϨルࡍ
Ϊー情報を確認する。

・�಴用ༀなどのༀࡎを࢖
用するࡍはアϨルΪー
情報を確認する。

カࢠのిࡍडけのࣔࢦ�・
ルテ画面にアϨルΪー
情報がදࣔされるよう
にシステムを修正する。

・�患者のೖӃ࣌にༀࢣࡎ
からҩࢣへアϨルΪー
情報を఻͑るなどの連
携を行う。ಛにシステ
ムでアラートのかから
ない必要࣌ࣔࢦは஫ҙ
する。

・�ҩࢣはクリニカルパス
のࣔࢦを࠶度確認する。

・�ༀࢣࡎはアϨルΪー情
報を୲当のҩࢣや؃護
。に௚઀連བྷするࢣ

・�ༀࢣࡎはࣔࢦのมߋを
ґཔした後、มߋされ
たかどうか確認する。

・�アϨルΪーొ࿥ཝのみ
ではࡌهしきれない情
報についてはࣔܝ൘の
ٞڠとࢣ定のཝにҩࢦ
のう͑で஫ҙىשのه
。をするࡌ

・�ༀࢣࡎはアϨルΪー情報を೺Ѳしていたが、ҩࢣに௚઀఻͑なかった。ࣔࢦม
、൘のදࣔが�೔ؒの設定であったためࣔܝ、したがࡌه൘にࣔܝのґཔをߋ
ҩࢣが確認するલにফ͑てしまっていた。

・�ༀࢣࡎは、ࣔࢦがมߋされたか確認していなかった。
・�ロキιプロフΣン/Bৣ��NHはප౩の定਺഑ஔༀから഑ༀされた。本事ྫのよ
うに必要࣌ࣔࢦで定਺഑ஔༀを࢖用する৔合、ༀࢣࡎの関与はない。

・�ༀࡎの౤与にࡍしてٙ໰がある৔合、೔தはප౩ༀࢣࡎに、໷ؒは当௚ༀࢣࡎ
に࣭໰できる環境にはあるとࢥΘれる。

・ॲ方ΦーダҎ֎は、アϨルΪーొ࿥によるアラートがかかる仕組みにはなって
いなかった。

ઐ໳෼ੳ൝のٞ࿦

˓クリニカルパスでࣔࢦをग़すࡍには、ॲ方Φーダとҟなりༀࡎ෦におけるॲ方؂査の仕組みがなく、ප౩
ༀࢣࡎの確認もタイムリーに行うことは೉しい。原則として、ࣔࢦをग़すҩࢣがアϨルΪー情報を確認
し、患者の状ଶに応じてༀࡎをมߋすることが必要である。

˓؃護ࢣがༀࡎを౤与するલに実施ೖ力を行うと、当֘ༀࡎにアϨルΪーがある৔合にはアラートがग़る仕
組みをಋೖしているҩྍ機関もある。
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/P� ۠෼ の಺༰ྫࣄ 要Ҽܠのഎނࣄ վળࡦ

෦໳γステϜ͔ΒΦーダͨ͠

�

医
療
事
故
情
報

カルテのアϨルࢠはిࢣ؃護、ࡍ手術のٸۓ
Ϊーཝを確認した。アϨルΪーཝにはケフラー
ルとࡌهがあったが、؃護ࢣはケタラールとצ
ҧいした。安全確認シートʢαインイン：アϨ
ルΪーの༗ແのࡌهありʣを用いて手術ࣨ؃護
୲当ҩ、ຑਲՊҩでαインイ、ࢣとප౩؃護ࢣ
ンを行った࣌に、ʮケタラールでアϨルΪーが
あるʯと確認した。ە߅ༀは、手術ࣨೖࣨ後に
୲当ҩが手術෦門システムからセフΝκリンを
Φーダした。؃護ࢣは手術ࣨに഑ஔされている
セフΝκリン/B஫ࣹ用を౤与した。౤与࣌に
は発਄はݟられͣ、手術は�࣌ؒ΄どでऴྃし
た。ୀࣨ࣌に発਄はݟられなかった。術後、
*$6で発਄が発ݟされ、ϙララミン஫�NH、σ
キαート஫ࣹӷを౤与した。

・�手術෦門システムとిࢠカル
テでσータがڞ༗されていな
い。

カルテではアϨルΪーༀࢠి�・
はॲ方できないが、手術෦門
システムではॲ方ができてし
まう。

・�手術෦門システムでΦーダさ
れたༀࡎは手術ࣨ内にある഑
ஔༀを࢖用するため、ༀࡎ師
によるॲ方؂査を行うମ制に
はなっていない。�

・�手術෦門システムにアϨル
ΪーをチΣックする機能はな
い。

・�ҩࢣの確認不足があった。
・�؃護ࢣのࢥい込みがあった。

・�手術෦門システムとి
カルテのΦーダリンࢠ
グシステムでσータを
。༗化するڞ

・�タイムアウトのࡍ、
チームで情報をڞ༗す
る。

ઐ໳෼ੳ൝のٞ࿦

˓෦門システムにはアϨルΪーをチΣックする機能がない、もしくは機能があっても活用していないҩྍ機
関が多い。

˓手術ࣨで࢖用༧定のە߅ༀは、あらかじめΦーダしておき、ප౩から持参するという仕組みのҩྍ機関も
ある。
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/P� ۠෼ の಺༰ྫࣄ 要Ҽܠのഎނࣄ վળࡦ

Λग़ͨࣔ͠ࢦ಄ޱ

�

医
療
事
故
情
報

透ੳऴྃ後、ओ࣏ҩからリーダー؃護ࢣ"にޱ
಄でʮ�೔後の透ੳは、ޕલதにൈࣃをするの
でࡎݻڽ߅のダルテパリンφトリウムをதࢭ
し、φフΝモスタットメシルࢎԘ��NH�7を
�ˋブドウ౶��N-に༹ղして施行ʢ���N-�Iʣʯ
とࣔࢦがあった。؃護ࢣ"はࣔࢦ内容をޱ಄ࢦ
ࣔシールにࡌه後、෮唱し、内容が正しいこと
をҩࢣと確認した。؃護ࢣ"は、݂ӷড়化ه࿥
に�೔後に࢖用するༀࡎのมߋをೖ力した。�
೔後、透ੳલの४備とճ路・ༀࡎ・透ੳ৚݅な
どの確認は؃護ࢣ"が行った。患者はൈࣃの
後、透ੳが開始された。透ੳ開始から�࣌ؒ
後、ྟচֶ޻技࢜に患者からૡᙱײのૌ͑があ
り、確認すると্྆ࢶとഎ෦に発੺を認めた。
透ੳカルテのදࢴにφフΝモスタットسېのه
したこݱがあったため、アϨルΪー঱状がग़ࡌ
とにؾ付き、؃護ࢣに報告した。؃護ࢣがす͙
にओ࣏ҩに報告したとこΖ、φフΝモスタット
メシルࢎԘをダルテパリンφトリウムにมߋ
し、ネΦフΝーήン��NH੩஫とϘスミン���NH
があり、実施した。��分経過ࣔࢦ஫を行うے
後、঱状はܰݮし、その後ফࣦした。

・�ҩࢣは、アϨルΪーがあるこ
とにؾ付かͣ、؃護ࢣにも確
認せͣ、ޱ಄ࣔࢦをग़した。

・�؃護ࢣは、ࣔࢦされたༀࡎに
アϨルΪーがないか透ੳカル
テで確認していなかった。

・�透ੳセンターでは݂ӷড়化ه
࿥の্ࠨにアϨルΪーのࡌه
をすることになっていたが、
。できていなかったࡌه

・��ϲ݄લに݂ӷড়化ه࿥の用
を改గし、डけ持ͪがアϨࢴ
ルΪー情報をࡌهすることに
なっていたがࡌهしていな
かった。

・�݂ӷড়化ه࿥のアϨルΪーཝ
にࡌهしたか࠷ऴ確認ができ
ていなかった。

・�透ੳカルテのフΝイルの্か
らアϨルΪーがΘかるように
していたが、確認できてࡌه
いなかった。

・�アϨルΪーのあるༀࡎを౤与
すると患者にॏಞな঱状がग़
することの知識が不足してݱ
いた。

・�ༀࡎのॳճ౤与やมߋ
࣌、डけ持ͪでॳめて
౤与する࣌は、アϨル
Ϊーやسېではないか
݂ӷড়化ه࿥で確認す
る。

・�ༀࡎがதࢭになったࡍ
はཧ༝を確認し、アϨ
ルΪー঱状によるதࢭ
であれば、す͙にアϨ
ルΪー情報にࡌهする。

、ࡍをडけるࣔࢦ಄ޱ�・
透ੳカルテがある৔合
はその৔で確認し、な
い৔合はࣔࢦをडけた
後で݂ӷড়化ه࿥また
はೖӃカルテで確認す
る。

のࡍをडけるࣔࢦ಄ޱ�・
ࣦ೦の๷ࢭのため、ア
ϨルΪーの確認ཝを設
けることを検討する。

・�透ੳセンターでのアϨ
ルΪー情報の確認と݂
ӷড়化ه࿥のೖ力は୭
が行い、୭と఺検する
か、明確にする。

・�ೖӃカルテのアϨルΪー情報と݂ӷড়化ه࿥のアϨルΪーཝがҰகしていない৔合はす͙に確認する。
・�アϨルΪーに関するษ強会を行う。
・�透ੳセンターで患者ผアϨルΪーༀҰཡを作成し、定਺഑ஔༀを事લに४備するࡍに活用する。
。カルテをಋೖ༧定であり、アラートなどのシステムを検討するࢠి�・

ઐ໳෼ੳ൝のٞ࿦

˓本事ྫでは、݂ӷড়化෦門で࢖用されているࢴのʮ透ੳカルテʯにアϨルΪー情報がࡌهされていたが、
。とのর合ができていなかったࡎされたༀࣔࢦ

฽で運用しているҩྍ機関がࣔࢦのカルテやࢴ用していても、݂ӷড়化෦などの෦門では࢖カルテをࢠి˓
あり、同様の事ྫがىこりಘることに஫ҙが必要である。

˓アϨルΪー情報などのॏ要な情報がిࢠカルテ、෦門システム、ࢴカルテなどにࡏࢄしていることがある
が、ه࿥৔ॴをܾめておくことがॏ要である。

˓透ੳ開始લに関係৬छや患者とアϨルΪー情報を確認するとよい。
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ᶆྫࣄのഎܠɾ要Ҽ
　アϨルΪーに関連した事ྫのओなഎܠ・要Ҽを整ཧしてࣔす。

ਤදᶙʵ̍ʵ̎̌ɹओͳഎܠɾ要Ҽ
˓ΞϨルΪー৘ใの֬認ෆ଍
・�ҩࢣはࣔࢦをग़すࡍにカルテにొ࿥されたアϨルΪー情報を確認しなかった。ʢෳ਺報告ありʣ
・�؃護ࢣはༀࡎを࢖用するલにカルテにొ࿥されたアϨルΪー情報を確認しなかった。ʢෳ਺報告ありʣ
・�ҩࢣのه࿥にʮロキιニンでൽ਄ʯとࡌهされていたが、؃護ࢣはؾ付かなかった。

˓Ξϥーτػೳ͕ͳ͍
・�必要࣌ࣔࢦをೖ力するࡍは、アϨルΪーのあるༀࡎをࡌهしてもアラートがग़ない。
・�ॲ方ΦーダҎ֎は、アϨルΪーొ࿥によりアラートがग़る仕組みがない。
・�手術෦門システムにアϨルΪーをチΣックする機能がない。

˓ༀࢣࡎの؂͕ࠪͳ͍
・�ප౩・෦ॺの定਺഑ஔༀを࢖用するࡍ、ༀࢣࡎが؂査を行うମ制になっていない。ʢෳ਺報告ありʣ

˓৘ใ఻ୡのෆ଍
・�ༀࢣࡎはアϨルΪー情報を೺Ѳしていたが、ҩࢣに௚઀఻͑なかった。必要࣌ࣔࢦのมߋґཔをܝ
ࣔ൘にࡌهしたが、ࣔܝ൘のදࣔが�೔ؒの設定であったため、ҩࢣが確認するલにফ͑てしまった。

ᶇҩྍ͔ؔػΒใ͞ࠂΕͨվળࡦ
　アϨルΪーに関連した事ྫについてҩྍ機関から報告されたओな改善策を整ཧしてࣔす。

ਤදᶙʵ̍ʵ̎̍ɹҩྍ͔ؔػΒใ͞ࠂΕͨվળࡦ
Λग़す࣌の֬認ࣔࢦ˓
・�ҩࢣは、ࣔࢦをग़す࣌にアϨルΪー情報を確認する。
・�ҩࢣは、クリニカルパスのࣔࢦにアϨルΪーのあるༀࡎがないか確認する。

˓ༀ࢖ࡎ༻લの֬認
・�؃護ࢣは、ༀࡎを࢖用するલにアϨルΪー情報を確認する。
・�患者にॳめてのༀࡎを࢖用するࡍは、アϨルΪー情報を確認する。

˓ༀࢣࡎͱの࿈ܞ
・�ༀࢣࡎは、アϨルΪーのあるༀࡎのࣔࢦがग़ていることにؾ付いたら、୲当の؃護ࢣやҩࢣに௚઀
連བྷし、その後、ༀࡎがมߋされたかどうか確認する。

˓৘ใのڞ༗
・�アϨルΪーొ࿥ཝにࡌهしきれない情報は、ࣔܝ൘のࢦ定のཝにҩࢣとٞڠの্で஫ҙىשのࡌه
をする。
・�手術のࡍ、タイムアウトでアϨルΪー情報をڞ༗する。

˓γステϜのมߋ
。カルテ画面にアϨルΪー情報がදࣔされるようにシステムを修正するࢠのిࡍडけのࣔࢦ�・
・�手術෦門システムとిࢠカルテのΦーダリングシステムのσータをڞ༗化する。
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̎ʣسېɾ஫ҙす΂͖ༀࡎにؔ࿈ͨ͠ྫࣄ
。情報�݅とώϠリ・ϋット事ྫ�݅について分ੳするނに関連したҩྍ事ࡎ஫ҙすべきༀ・سې　

ᶃྫࣄのৄࡉ
ې೥ྸによる、سېපଶ、سېを分ྨした。ซ用ࡉに関連した事ྫのৄࡎ஫ҙすべきༀ・سې　

。の事ྫが報告されていたࡎの΄か、患者の࣬患・පଶなどから౤与に஫ҙすべきༀس

　

ਤදᶙʵ̍ʵ̎̎ɹྫࣄのৄࡉ
ࡉのৄྫࣄ ҩྍނࣄ৘ใ ώϠϦɾϋοτྫࣄ ܭ߹

ซ用سې � � �

පଶسې � � �

೥ྸによるسې � � �

஫ҙすべきༀࡎ � � �

ܭ߹ � � �

ᶄༀࡎΛͨࣔ͠ࢦঢ়گ
　事ྫにࡌهされた内容から、سې・஫ҙすべきༀࡎをࣔࢦした状況を整ཧした。ೖӃ࣌などに

あらかじめग़しておく必要࣌ࣔࢦにࡌهしていた事ྫが�݅と多かった。

　

ਤදᶙʵ̍ʵ̎̏ɹༀࡎΛͨࣔ͠ࢦঢ়گʢسېɾ஫ҙす΂͖ༀࡎにؔ࿈ͨ͠ྫࣄʣ
ༀࡎΛͨࣔ͠ࢦঢ়گ ݅਺

必要࣌ࣔࢦにࡌهした �

ҩࢣが患者の状ଶからༀࡎの࢖用を൑அし、その৔でࣔࢦまたは౤与した �

クリニカルパスの内容をมߋせͣࣔࢦした �

研修ҩは্ڃҩから利೘ༀの౤与が必要とݴΘれ、ࣔࢦをೖ力した �

ܭ߹ �

ᶅใ͞ࠂΕͨༀࡎ
　報告されたༀࡎをซ用سېに関連した事ྫとපଶسېなどに関連した事ྫに分けて整ཧした。

ਤදᶙʵ̍ʵ̎̐ɹใ͞ࠂΕͨༀࡎʢซ༻سېにؔ࿈ͨ͠ྫࣄʣ
౤༩தのༀࡎ ใ͞ࠂΕͨༀࡎ ݅਺

クラリスロϚイシンৣ���NH˞�
ベルιムラৣ˞�

�

ブイフΣンド���NH੩஫用 �
˞��԰߸はআいてࡌهした。
˞��規֨はআいてࡌهした。
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ਤදᶙʵ̍ʵ̎̑ɹใ͞ࠂΕͨༀࡎʢපଶسېͳͲにؔ࿈ͨ͠ྫࣄʣ
ɾױの࣬ऀױ
පଶͳͲ

ใ͞ࠂΕͨ
ༀࡎ ݅਺ ఴ෇จॻのࡌه಺༰�ʣʙ�ʣ

パーキンιンප
セϨネース஫
�NH

�
に͸౤༩͠ͳ͍͜ͱʣऀױʢ࣍のسې���
����パーキンιンපຢはϨϏーখମܕ認知঱の患者ʦਲ਼
ମ֎路঱状がѱ化するおそれがある。ʧ

ະ満ࡀ�
ώベルφ஫
��NH

�
に͸౤༩͠ͳ͍͜ͱʣऀױʢ࣍のسې���
ࣇະ満のೕ༮ࡀ�����

化ֶྍ法で
メトトϨキαート
を౤与த

ラシックス஫
��NH

�

メιトϨキセート఺ణ੩஫ӷ���NH�����NHのఴ付จॻ
����ॏ要ͳج本త஫ҙ
����೘がࢎ性ଆに܏くと、メトトϨキαートの݁থが೘
؅に௜ணするおそれがあるので、೘のアルカリ化とࡉ
同࣌に、十分なਫ分のิڅを行い、メトトϨキαート
の೘へのഉᔔを促すようྀߟすること。なお、利೘ࡎ
のબ択にあたっては、೘をࢎ性化するༀࡎʢྫ͑ば、
フロセミド、Τタクリンࢎ、チアジドܥ利೘ࡎ౳ʣの
。用をආけること࢖

؅支ᄶଉؾ
ロキιプロ
フΣン/Bৣ
��NH˞

�

���ಛఆのഎܠΛ༗するऀױにؔする஫ҙ
ԟطʢΞスϐϦϯᄶଉຢ͸ͦのऀױᄶଉのࢧ؅ؾ������
ྺの͋るऀױΛআ͘ʣ
පଶをѱ化させることがある。

˞԰߸はআいてࡌهした。
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ᶆྫࣄの಺༰
。に関連したओな事ྫの内容と専門分ੳ൝のٞ࿦を঺հするࡎ஫ҙすべきༀ・سې　

ਤදᶙʵ̍ʵ̎̒ɹسېɾ஫ҙす΂͖ༀࡎにؔ࿈ͨ͠ྫࣄの಺༰
/P� ۠෼ の಺༰ྫࣄ 要Ҽܠのഎނࣄ վળࡦ

ซ༻سې

�

医
療
事
故
情
報

ਅە性؟内ԌでೖӃதの患者のೖ຾ࠔ೉に対し
て、定期的にκルϐσムৣがॲ方されていた。
κルϐσムৣ౤与に༝དྷするとࢥΘれる֮ݬな
どの঱状がݟられたため、؃護ࢣは患者と૬ஊ
し、ిࢠカルテの必要࣌ࣔࢦに不຾࣌のબ択ࢶ
のҰつとしてࡌهがあったベルιムラৣをࢼし
てみることにした。定਺഑ஔༀを࢖用して患者
にベルιムラৣ��NH��ৣを౉した。؃護ࢣ
は、ిࢠカルテで定਺഑ஔༀ࢖用の実施ೖ力を
行おうとしたとこΖ、ओපの࣏ྍに用いられて
いたブイフΣンド���NH੩஫用とのؒにʮซ
用سېʯのアラートがग़たため、ॳめてこの�
ててճ߄。付いたؾであることにسېがซ用ࡎ
ऩしようとしたが、既に患者は෰用していた。

にࣔࢦカルテの必要࣌ࢠి�・
従って、定਺഑ஔༀのベルι
ムラৣ��NHを࢖用した。

・�必要࣌ࣔࢦによりༀࡎを౤与
する৔合、෰用後に実施ೖ力
することが多い。このため、
システムによるʮซ用سېʯ
のチΣックがかからなかった。

・�ༀࡎをৗ備している৔ॴに
も、஫ҙىשはされていな
かった。

・�定਺഑ஔༀのベルιム
ラৣ��NHはチャック
付ϙリାにೖれ、ซ用
ༀのリストをࣔしسې
たシールをషって保؅
する。

ઐ໳෼ੳ൝のٞ࿦

˓本事ྫでは、؃護ࢣは患者と૬ஊして不຾࣌のબ択ࢶのҰつであったベルιムラৣをࢼしてみることにし
たが、ॳめてのༀࡎを࢖用するࡍはҩࢣの൑அやༀࢣࡎへの૬ஊがあるとよい。

˓ҩྍ機関によってਓһମ制などがҟなり、೉しい৔合もあるが、ප౩ༀࢣࡎによる必要࣌ࣔࢦのチΣック
をͥͻ行っていたͩきたい。

˓本事ྫの改善策では、定਺഑ஔༀのベルιムラৣの保؅৔ॴにซ用سېの஫ҙىשをදࣔすることが͛ڍ
られている。同様の対策を行っているҩྍ機関もあるが、݄೔が経つと֚ܗ化するՄ能性があるため、ຖ
ճの確認が実施されるような޻෉が必要である。
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/P� ۠෼ の಺༰ྫࣄ 要Ҽܠのഎނࣄ վળࡦ

පଶسې

�

医
療
事
故
情
報

パーキンιンපが既ԟにあり、当Ӄਆ経内Պ通
Ӄதのࡀ��୅ঁ性患者がు݂をओૌにٸۓೖ
Ӄとなった。患者は໷ؒにせΜໝをఄしてお
り、؃護ࢣの࿹を௫Ή、つͶる、ऽるなどの行
動があったため、ප౩リーダー؃護ࢣが不Ժ࣌
へセϨネース஫の஫ࣹΦーࢣを確認し、ҩࣔࢦ
ダをґཔした。؃護ࢣ"が఺ణの४備を始め、
؃護ࢣ#は患者対応をしていた。その後、ප౩
リーダー؃護ࢣから؃護ࢣ"に、患者は既ԟに
パーキンιンපがあり、セϨネースがسېのた
め、ҩࢣに確認するまで保ཹにするようࣔࢦが
あった。؃護ࢣ#はそのことを知らͣ、患者に
身ମ཈制を実施し安全確保をしたう͑で、セϨ
ネース஫を౤与した。セϨネース஫を౤与して
いることにؾ付いたප౩リーダー؃護ࢣがす͙
に఺ణをதࢭしたが、全ྔの���程度が౤与さ
れていた。

・�不Ժ࣌ࣔࢦは、ೖӃ࣌にग़さ
れるҰൠ的な継続ࣔࢦで、セ
Ϩネース஫がࡌهされていた。

・�ҩࢣは、患者がパーキンιン
පであることは೺Ѳしていた
が、セϨネース஫がسېであ
ることは知らなかった。

・�セϨネース஫のسېについて
調べていなかった。�

・�؃護ࢣ"はප౩の定਺഑ஔༀ
からセϨネース஫を४備した。

・�ༀࡎ෦から෷いग़された৔合
でも、調ࡎのࡍにༀࢣࡎが患
者のපྺをݟるのはكであ
り、ٙٛর会の対象にはなら
なかったՄ能性が高い。

・�セϨネース஫の౤与は保ཹで
あることを؃護ؒࢣで情報ڞ
༗できていなかった。�

・�؃護ࢣ#はҩࢣのࣔࢦにٙ໰
を持たͣ、不Ժ࣌ࣔࢦの通り
に౤与した。

・�セϨネースのسېにつ
いて、ҩྍ安全情報で
周知した。

・�࣬患سېについて、ༀ
Φーダ࣌にアラートࡎ
がग़るようΦーダリン
グシステム্で対応を
検討したが、࢖ࡏݱ用
தのシステムでは対応
できなかった。

ઐ໳෼ੳ൝のٞ࿦

˓පଶسېのༀࡎに対してシステムでアラートをग़す仕組みを作ることは技術的にはՄ能ͩが、様々なප໊
のදهがあること、ٙい঱ྫのऔりѻい、ݱපྺと既ԟྺのऔりѻいなどの໰୊があり、実ࡍに運用する
には検討が必要である。

˓কདྷ的には、Ϛイφンόーカードなどによるҩྍ機関ԣஅ的なҩྍ情報を用いて、࣬患・පଶسېのༀࡎ
の確認ができるようになるとよいのではないか。

�

ώ
Ϡ
Ϧ
ɾ
ϋ
ỽ
τ
事
ྫ

パーキンιンපが既ԟにある患者が術後*$6に
ೖࣨした。ೖࣨ後、患者は周ғをݟ౉したり、
຤ধ੩຺ラインと"ラインがૠೖされているࠨ
した。そのݱにしたりする行動がग़ؾをࢶ্
後、患者は経ඓң؅をࣗݾൈڈしたため、当൪
ҩࢣへ報告した。਍࡯後、患者は不Ժ状ଶにあ
るため৚݅付きࣔࢦを確認したとこΖ、セϨ
ネース஫がΦーダされていた。ओ࣏ҩがདྷ౩し
たため、状況を報告し、セϨネース஫のΦーダ
。をґཔしたࣔࢦでの不Ժ࣌ࡎআとଞのༀ࡟

・�؃護ࢣは、パーキンιンපが
既ԟにある患者にはセϨネー
ス஫がسېと知っていた。

があることをࡎༀسې�・
知っておく。

・�৚݅付きࣔࢦでは実施
ೖ力後にしかアラート
がग़ない。そのため、
ප౩の定਺഑ஔༀ、ಛ
に向ਫ਼ਆༀの࣬患سې
やซ用سېҰཡをༀࡎ
෦が作成し、֤ප౩に
഑ஔしている。

ઐ໳෼ੳ൝のٞ࿦

˓පଶسېのリストを作成し、౤与લに確認することは༗用とࢥΘれる。しかし、ҩྍݱ৔には様々な分໺
の多਺のリストが存ࡏしているため、ༀࡎをߜり込Μでリストを作り、それͩけは必ͣ౤与લに確認する
ようにした方がよい。スタッフが実ࡍに活用できるようにすることがॏ要である。

˓必要࣌ࣔࢦでせΜໝに対してセϨネース஫を౤与することが多いが、せΜໝはショックの঱状のҰつで
あったという঱ྫもあることから、患者の状ଶをよく࡯؍して൑அすることもॏ要である。
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ᶇྫࣄのഎܠɾ要Ҽ
。要Ҽを整ཧしてࣔす・ܠに関連した事ྫのओなഎࡎ஫ҙすべきༀ・سې　

ਤදᶙʵ̍ʵ̎̓ɹओͳഎܠɾ要Ҽ
˓஌ࣝෆ଍
・�؃護ࢣはベルιムラৣとクラリスロϚイシンৣがซ用سېであることを知らなかった。
・�当௚ҩは、患者がパーキンιンපであることは೺Ѳしていたが、セϨネース஫がسېであることは
知らなかった。
・�ώベルφ஫がࡀ�ະ満にはسېであることについて知識が不足していた。
・�؃護ࢣは/4"*%TによりҾきىこされるアスϐリンᄶଉ発作について知識がなかった。
・�研修ҩは、メトトϨキαートを࢖用した化ֶྍ法தの患者にフロセミドは࢖用しないことを্ڃҩ
から教͑られていたが、なͥਪ঑されないのかなど、ৄࡉはཧղしていなかった。

˓प஌ɾ஫ҙىשのෆ଍
・�定਺഑ஔༀのベルιムラৣの保؅৔ॴに、ซ用سېの஫ҙىשがされていなかった。
・�ප౩の定਺഑ஔༀの保؅৔ॴに、೥ྸに関する஫ҙىשがࡌهされていなかった。
・�খࣇՊ内の௟੩Ϛニュアルにسې೥ྸがࡌهされていなかった。
・�খࣇՊで࢖用することがしばしばあるༀࡎについて、খࣇՊ内で߲سې໨の࠶周知の機会が不足し
ていた。
・�患者は؅ؾ支ᄶଉがあるという情報があったが、/4"*%Tの࢖用に関する஫ҙىשがされていなかっ
た。

˓Θ͔Γに͍ࣔ͘ࢦ
・�必要࣌ࣔࢦにʮᄶଉありʯʮᄶଉなしʯの྆方のࣔࢦがࡌهされており、؃護ࢣに൑அをΏͩͶる内
容であった。؃護ࢣは発೤・᙭௧࣌ࣔࢦのʮロキιプロフΣンʯͩけをݟて、ʮᄶଉありʯʮᄶଉな
しʯの情報をݟམとした。

˓Ξϥーτػೳ͕ͳ͍
・�必要࣌ࣔࢦによるༀࡎ౤与の৔合、෰用後に実施ೖ力することが多いため、システムによるซ用ې
。のチΣックがかからなかったس

˓ルールのෆ९क
・�ප౩の定਺഑ஔༀを࢖用する৔合は؃護໊�ࢣでࣔࢦとༀࡎを確認するऔりܾめがあったが、؃護ࢣ
はଞの؃護ࢣと確認しなかった。
・�手順ではカルテにༀ໊ࡎをೖ力して確認・র合してから患者に࢖用することになっており、سېの
৔合はアラートがදࣔされるが、手順通りに行Θなかった。
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ᶈҩྍ͔ؔػΒใ͞ࠂΕͨվળࡦ
に関連した事ྫについてҩྍ機関から報告されたओな改善策を整ཧしてࡎ஫ҙすべきༀ・سې　

ࣔす。

ਤදᶙʵ̍ʵ̎̔ɹҩྍ͔ؔػΒใ͞ࠂΕͨվળࡦ
௚͠ݟのग़͠ํのࣔࢦ˓
・�発೤・᙭௧࣌のࣔࢦは、患者͝とにʮᄶଉありʯʮᄶଉなしʯのいͣれかにする。

˓ༀ࢖ࡎ༻࣌の֬認
・定਺഑ஔༀを࢖用する৔合は؃護໊�ࢣでࣔࢦとༀࡎをর合する。

˓஫ҙىשのදࣔ
・�ප౩の定਺഑ஔༀの保؅৔ॴにسې事߲をࡌهした。
・�定਺഑ஔༀのベルιムラৣ��NHはチャック付ϙリାにೖれ、ซ用سېༀのリストをࣔしたシールを
షって保؅する。
・�ώベルφ஫はࡀ�ະ満の患者にسېであることを஫ҙىשするࡳを作成し、ප౩とখࣇՊ֎དྷに഑ஔ
した。

˓ϚχϡΞルのվగ
・�খࣇՊの௟੩Ϛニュアルにسېの೥ྸを௥هし、ଞの௟੩ༀについてもسېの߲໨を௥هして、࠶
഑෍した。

˓γステϜのมߋ
・�今後、ॲ方Φーダリングシステムでώベルφ஫をॲ方するࡍに、ࡀ�ະ満にはسېであるࢫのアラー
トがग़るようにมߋすることを検討している。

˓प஌ɾڭҭ
・�セϨネースのسېについてҩྍ安全情報で周知する。
・�/4"*%Tによるアスϐリンᄶଉのݥة性について周知する。
・�খࣇՊと؃護෦ʢখࣇՊප౩・֎དྷʣで事ྫをڞ༗した。
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ʢ̐ʣༀؒྔࡎҧ͍にؔ࿈ͨ͠ྫࣄ
　ʮༀؒྔࡎҧいʯのҩྍ事ނ情報�݅とώϠリ・ϋット事ྫ��݅について、֓要を整ཧし、事ྫを

঺հする。

̍ʣൃੜஈ֊
　事ྫの発生ஈ֊を整ཧしてࣔす。ࣔࢦग़しが�݅、ࣔࢦडけが�݅、४備が�݅であった。

ɹਤදᶙʵ̍ʵ̎̕ɹൃੜஈ֊
ൃੜஈ֊ ҩྍނࣄ৘ใ ώϠϦɾϋοτྫࣄ ܭ߹

ग़しࣔࢦ � �� ��

डけࣔࢦ � �� ��

४備 � �� ��

不明 � �� ��

ܭ߹ � �� ��

̎　෼ੳςʔϚ� ʲ̍ʳප౩ɾ෦ॺͷఆ਺഑ஔༀʹؔ࿈ͨ͠事ྫ� ˙

– �� – – �� –医療事故情報収集等事業　第 78 回報告書



̎ʣใ͞ࠂΕͨༀࡎͱओͳഎܠ
　事ྫの発生ஈ֊͝とに、報告されたༀࡎとओなഎܠを整ཧしてࣔす。

ᶃࣔࢦग़͠
、をࣔす。これらの事ྫではܠとओなഎࡎग़しのஈ֊で発生した事ྫ�݅で報告されたༀࣔࢦ　

、による؂査やシステムによるアラートの仕組みはなくࢣࡎがग़された後、ༀࣔࢦった内容のޡ

そのままのྔで౤与にࢸっていた。

ਤදᶙʵ̍ʵ̏̌ɹใ͞ࠂΕͨༀࡎͱओͳഎܠ

ༀ໊ࡎ ༧ఆͨ͠
ྔ

ͨࣔ͠ࢦ
ྔ˞ ओͳഎܠ

アセリΦ੩஫ӷ
����NHόッグ

��NH ���NH

・�救ٸ֎དྷで、ҩࢣがޡったྔでΦーダした内容をҹ࡮し、
؃護ࢣに౉した。
・�؃護ࢣは、খࣇՊのҩࢣがॲ方したのでؒҧいはないと
。ったࢥ

イϊόン஫���NH ���N- �N-

・�ҩࢣは、ࣔࢦに用いる఺ణ組成用ࢴにޡったྔをࡌهし
た。
・�؃護ࢣは、通ৗよりرऍӷのྔが多いことから、この組
成でよいとࢥった。

ιル・コーテフ
஫ࣹ用���NH

�" �"
するલのྔをΦーྔݮはࢣҩۈ༧定であったが、ඇৗྔݮ�・
ダした。

メイロン੩஫����
ʢ���N-όッグʣ

���̼-
༧定ྔの
なしࣔࢦ

・�ҩࢣは、集த࣏ྍ෦門のॏ঱ܥシステムでʮ༌ӷʯとし
てೖ力し、༧定౤与ྔをೖ力しなかった。
・�ҩࢣは、ྔ࢒がগなくなったࡍ、ೖれ切Ζうとしてʮ全
開でʯとࣔࢦした。
・�؃護ࢣは、౤与଎度をʮ全開ʯにして、ۭになった後も
次の੡ࡎόッグを઀続し、౤与を継続した。

。付いた事ྫも含まれているؾしたྔを४備し、全ྔ౤与するલにؒҧいにࣔࢦ˞
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ᶄࣔࢦड͚
っޡにࡍडけのࣔࢦ。をࣔすܠとओなഎࡎडけのஈ֊で発生した事ྫ�݅で報告されたༀࣔࢦ　

たྔでࢥい込Μでいても、定਺഑ஔༀではなくॲ方Φーダによって正しいྔのༀࡎが෷いग़され

ていれば、ࣔࢦडけのؒҧいにؾ付けたՄ能性がある事ྫが報告されていた。Ұ方、アセリΦ੩

஫ӷ����NHόッグを���ାのࣔࢦのとこΖ�ାとࢥい込Μͩ事ྫのように、定਺഑ஔༀであった

ことがओな要Ҽではなく、ॲ方Φーダしたༀࡎでもىこりಘる事ྫもあった。

ਤදᶙʵ̍ʵ̏̍ɹใ͞ࠂΕͨༀࡎͱओͳഎܠ

ༀ໊ࡎ ݅਺ ͨࣔ͠ࢦ
ྔ

४උͨ͠
ྔ˞� ओͳഎܠ

アセリΦ੩஫ӷ
����NHόッグ

� ���ା �ା
؃護ࢣは�ାを౤与するとࢥい込Μでおり、ダブ
ルチΣック࣌に౤与ྔを確認していなかった。

アミΦダロン
ԘࢎԘ੩஫���NH˞�

� �" �"
は෮唱ࢣ؃護、に対してࣔࢦ಄ޱのࢣのҩ࣌ٸۓ
して確認しなかった。

プϨドニκロン˞� � �" �"
؃護ࢣは�"ͩとࢥい込Μでいたため、ʮ��NHプ
Ϩドニκロン�"ʯとݴいながらダブルチΣック
をした。

センϊシドৣ��NH˞� � ̍ৣ �ৣ

؃護ࢣはଞの患者のԼࡎʢ�ճ�ৣʣも同࣌に用
ҙしており、当֘患者も�ৣとࢥい込Μͩ。

不明

プリンペランৣ� � �ৣ �ৣ
؃護ࢣは�ৣとࢥい込Μでおり、ダブルチΣック
したࡍに਺ྔをݟམとした。

ロキιニンৣ��NH � �ৣ ��ৣ

救ٸ֎དྷをड਍した患者に�ճ�ৣ�೔分がॲ方さ
れたが、؃護ࢣは通ৗॲ方されることが多い�೔
�ৣ�೔分とࢥい込み、定਺഑ஔༀから患者に౉
した。

˞��४備したྔを全ྔ౤与するલにؒҧいにؾ付いた事ྫも含まれている。
˞��԰߸はআいてࡌهした。
˞��ൢച໊は不明である。
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ᶅ४උ
　४備のஈ֊で発生した事ྫ�݅で報告されたༀࡎとओなഎܠをࣔす。஫ࣹༀの੡ࡎ全ྔのうͪ

গྔを౤与するࣔࢦがग़たࡍにޡったྔを४備した事ྫが多かった。これらの事ྫは定਺഑ஔༀ

にݶらͣॲ方Φーダしたༀࡎでもىこりಘる。

ਤදᶙʵ̍ʵ̏̎ɹใ͞ࠂΕͨༀࡎͱओͳഎܠ

ༀ໊ࡎ ͨࣔ͠ࢦ
ྔ

४උͨ͠
ྔ˞� ओͳഎܠ

アセリΦ੩஫ӷ
����NHόッグ

��NH ���NH

・�؃護ࢣ"は%*検ࡧで��NHが正しい用ྔであると確認し、
ʮ��で合っているʯと؃護ࢣ#に఻͑た。
・�؃護ࢣ#はʮ��ʯがهԱに࢒り、�ାʢ����NH����N-ʣ
から��N-をҾくため��N-の஫ࣹثを؃護ࢣ"に౉した。
・�؃護ࢣ"は�ା���N-から��N-をҾき、��N-を౤与し
た。

ϊϘリン3஫　
���୯Ґ�N-

��୯Ґ ���୯Ґ
・�؃護ࢣはインスリン専用஫ࣹثを࢖用しなかった。
・�ダブルチΣックのࡍ、ॲ方ᝦとর合しなかった。

ώューϚリン3஫
���୯Ґ�N-

�୯Ґ ��୯Ґ
・�新ਓ؃護ࢣは�N-஫ࣹثをインスリン専用஫ࣹثとࢥい
込み、���N-を४備した。

ϐトϨシン
஫ࣹӷ��˞�

�୯Ґ ���୯Ґ
・�ϐトϨシン�୯Ґは���N-であるが、؃護ࢣはインスリ
ン専用஫ࣹثで�୯Ґ分ʢ����N-ʣを४備した。

�୯Ґ ���୯Ґ
・�؃護ࢣは�N-஫ࣹثの໨盛りʮ��ʯを�N-とޡ認したた
め、���N-ٵい্͛るべきとこΖ����N-をٵい্͛た。

フΣンタニル
஫ࣹӷ˞� �ഒرऍ ��ഒرऍ 不明

メロペネム
఺ణ੩஫用˞��˞� �7 �7

・�؃護ࢣは定਺഑ஔༀから�7のみऔりग़し、ダブルチΣッ
クでも�7のࣔࢦにؾ付かなかった。

モルώネԘࢎԘ
஫ࣹӷ��NH

�NH �"
・�؃護ࢣはモルώネԘࢎԘ஫ࣹӷ��NHを�NHʹ�N-ʹ�"
とࢥい込Μでいた。

ブドウ౶˞� �包 �包 不明
˞��४備したྔを全ྔ౤与するલにؒҧいにؾ付いた事ྫも含まれている。
˞���݅の事ྫに�つの事象がࡌهされていた。
˞��規֨は不明である。
˞��԰߸はআいてࡌهした。
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̏ʣྫࣄの಺༰
　定਺഑ஔༀにಛ༗の事ྫとして、ࣔࢦのஈ֊で発生したༀؒྔࡎҧいのओな事ྫの内容と専門分

ੳ൝のٞ࿦を঺հする。

ɹਤදᶙʵ̍ʵ̏̏ɹྫࣄの಺༰
/P�۠෼ の಺༰ྫࣄ 要Ҽܠのഎނࣄ վળࡦ

Λड͚ͯ౤༩ͨࣔ͠ࢦ͕ࢣޢɺ؃͠࡮ͰΦーダͨ͠಺༰Λҹྔͨͬޡ͕ࢣདྷͰҩ֎ٸٹ

�
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ઌఱ性৺࣬患を࣬ૅج患に持つ
ೕࣇが当Ӄ救ٸ֎དྷをड਍し
た。খࣇՊ当௚ҩはアセリΦ੩
஫ӷ����NHόッグを��NH౤
与する༧定としたが、ޡって
���NHをΦーダした。ීஈは、
஫ࣹᝦのༀࡎのԼஈにコメント
としてʮ˔NH�LHʯとࡌهし、
ଞ者も౤与ྔの確認ができるよ
うにしていたが、この࣌は家଒
にප状の説明をしながらΦーダ
しており、ࡌهを๨れた。Φー
ダ内容をҹ࡮して؃護ࢣ"に手
౉し、؃護ࢣ#がダブルチΣッ
ク後に౤与を開始した。当௚ҩ
はカルテࡌهதに౤与ྔのޡり
にؾ付き、す͙にதࢭのࣔࢦを
したが、ͪΐうど౤与がऴྃし
たとこΖであった。

・�アセリΦ੩஫ӷ����NHόッグは
救ٸ֎དྷに定਺഑ஔしているༀࡎ
であり、ҩࢣがॲ方内容をҹ࡮
し、ༀࡎ෦をհさͣに、؃護ࢣが
ダブルチΣックしてから౤与して
いる。

・�救ٸ֎དྷは、専ଐ؃護ͩࢣけでは
ないことに加͑、খࣇՊҎ֎の֎
དྷに従事している؃護ࢣがۈ຿す
ることがあり、খࣇの౤与ྔのޡ
りにؾ付かなかった。

・�؃護ࢣは、খࣇՊҩࢣがॲ方した
ので、ؒҧいがないとࢥってい
た。

・�ҩࢣは、ԿかしながらΦーダしない。
・�ଞ者も確認しやすいように、ༀࡎの౤
与ྔのコメントを஫ࣹᝦにࡌهする。

・�؃護ࢣは、খࣇの౤与ྔが成ਓとҟな
ることをৗにҙ識する。

ઐ໳෼ੳ൝のٞ࿦

˓খࣇの౤与ྔについて、システムでアラートの設定をしている৔合もある。খࣇの౤与ྔにアラートを設定
する৔合は、身長・ମॏのߋ新を定期的に行うなど、運用面での整備も必要である。

˓アセリΦ੩஫ӷの過ྔ౤与は、本事ྫの΄かに、正しいྔでࣔࢦされた৔合でもࣔࢦडけや४備のஈ֊で発
生した事ྫが報告されており、全てのஈ֊で஫ҙが必要である。
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/P� ۠෼ の಺༰ྫࣄ 要Ҽܠのഎނࣄ վળࡦ
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で*$6؅ཧதの患࠹ߎے性৺ٸ
者に୅ँ性アシドーシス、ೕࢎ
஋্ঢを認めたため、メイロン
੩஫���ˋ ���N-ʢҎԼメイロ
ンとするʣの౤与を開始するこ
とになった。॥環ث内Պҩࢣ"
は、ॏ঱ܥシステム"$4:4ʢҎ
Լ"$4:4とする
�でメイロンを
Ұ࣌的に౤与するためʮ஫ࣹʯ
でೖ力しようと͑ߟたが、ೖ力
方法を؃護ࢣ#に確認したとこ
Ζ持続的に౤与であればʮ༌
ӷʯでೖ力することを教Θり、
ʮ༌ӷʯでೖ力してࣔࢦをग़し
た。この࣌఺の患者の採݂݁果
では、ఴ付จॻ্のメイロンの
Ұൠ的な౤与ྔは���N-で
あったが、༧定౤与ྔのೖ力が
されていなかったため持続的に
౤与された。その後、ҩࢣ"は
へҾ$ࢣ຿がऴྃし、ผのҩۈ
継͗をした。メイロン౤与が開
始されてから໿�࣌ؒ後、患者
の容ଶがѱ化し、&$.Oをಋೖ
することになった。ҩࢣ$は、
患者に౤与தのメイロンが࢒り
Θͣかであったためೖれ切Ζう
と͑ߟ、ʮメイロン全開でʢ౤
与ʣʯと؃護ࢣへࣔࢦし、౤与
଎度はʮ全開ʯにมߋされた。
その後もメイロンの౤与が継続
され、合ܭ����N-౤与された
࣌఺で患者の高φトリウム݂঱
にओ࣏ҩがؾ付き、౤与をதࢭ
した。

・�メイロンの౤与開始࣌、"$4:4に
༧定౤与ྔがೖ力されていなかっ
た。

・�"$4:4で஫ࣹༀをΦーダするࡍの
ʮ༌ӷʯʮ஫ࣹʯなどのࣔࢦೖ力に
ついて、明確なऔりܾめがなかっ
た。

・�"$4:4は、ʮ༌ӷʯでࣔࢦした৔
合、ऴྃ೔࣌がະ定となるॳ期設
定であった。

・�ҩࢣ"は"$4:4に不׳れであった。
・�೔ۈから໷ۈへのҾ継͗のࡍに、
メイロンの༧定౤与ྔや౤与ऴྃ
の໨安などが確実にҾき継がれて
いなかった。

・�メイロン౤与தのޱ಄ࣔࢦにおけ
るʮ全開での౤与ʯのཧղにҩ
。でဃ཭があったؒࢣ؃護・ࢣ

・�ҩ؃・ࢣ護ؒࢣで患者の状ଶとメ
イロンの࢖用方法や໨的がڞ༗さ
れていなかった。

・�*$6にはメイロンが�本定਺഑ஔ
されていた。ྟ࣌੥求は෺ྲྀシス
テムで行い、ප౩に෷いग़される
ため、ༀࢣࡎによる患者͝との؂
査が行Θれていなかった。

・�患者の容ଶがٸมしたため、ҩ
それͧれが&$.Oの४ࢣ؃護・ࢣ
備に௥Θれ、患者の全ମ૾をଊ͑
たう͑でのアセスメントや൑அ、
患者に関Θる全ମの状況をモニタ
リングしたう͑でのϚネジメント
が十分に機能していなかった。

・�メイロンの౤与方法や౤与ྔに関
する知識が不足していた。

�ʣ"$4:4の運用について
・�原則としてメイロンは採݂݁果にج
ͮいてࢉܭした必要ྔを༧定౤与ྔ
としてࣔࢦೖ力する。

・�メイロンのࣔࢦは、"$4:4のʮ஫ࣹʯ
でೖ力する。

・�"$4:4に不׳れなҩࢣへ向けて、
"$4:4の長ॴや୹ॴなどシステムの
ಛ௃がཧղできるような教育を行
う。

�ʣ�アシドーシスに対する適正な࣏ྍに
ついて
・�ༀࢣࡎは、॥環ث内Պҩࢣと&*$6
؃護ࢣを対象に、アシドーシスの適
正な࣏ྍに関するษ強会を開࠵す
る。

�ʣ�ҩࢣのࣔࢦग़しとコミュニケーショ
ンについて
・�؃護ࢣやༀࢣࡎは、ࣔࢦをग़したҩ
る৔合࢒೦がݒ。に໰合せを行うࢣ
は$64ʢコミュニケーションπールʣ
でݒ೦を఻͑、্ڃҩやༀࢣࡎに૬
ஊする。໰合せをしたࡍはه࿥に࢒
し、݁果を確認する。

は、ҩࡍडけをするࣔࢦ・ग़しࣔࢦ�・
ともに"$4:4画面で�3ࢣ؃護・ࢣ
を確認しながら実施する。

・�原則としてʮ全開ʯのࣔࢦ・実施は
しない。もし実施する৔合は、必ͣ
いつまで全開でいつऴྃなのかࣔࢦ
をग़す。

・�؃護ࢣは、ʮ全開ʯのࣔࢦはࡏݱ౤
与தのༀࡎにݶ定されると認識す
る。全開౤与がࣔࢦされた࣌にऴྃ
についてࣔࢦがない৔合は、次のༀ
に全開౤与が継続なのかࡍ͙ܨをࡎ
必ͣ確認する。

�ʣ集த࣏ྍ෦門におけるҩༀ඼ݿࡏと෷いग़し࣌の؂査について
・�ༀࢣࡎによる෷いग़し࣌の؂査をするため、メイロンのྟ࣌੥求を෺ྲྀシステムから、"$4:4ࣔࢦ฽のҹ
。することを検討するߋによる�患者�施用での෷いग़しにม࡮

�ʣスタッフؒの情報ڞ༗について
・�当௚ଳでの॥環ث内ՊҩؒࢣのҾき継͗は、当௚ҩࢣ�ਓでਃしૹりをडける。そのࡍ、ॏ঱患者のපଶ・
࣏ྍの状況やৗに調整が必要なༀࡎについては、"$4:4画面をݟながら実施する。

�ʣチーム機能について
・�ॲஔのલにリーダーなどの໾割分୲をするなどブリーフィングを実施する。
・�Ϛンパϫー不足があれば、Ӄ内ٸม対応システムの要੥も検討する。
・�॥環ث内Պҩ6؃$*&�ࢣ護ؒࢣで状況モニタ、૬ޓ支援、リーダーシップ、コミュニケーションなどのチー
ム機能を発شできるよう෦ॺ内でٸมシミュϨーションを実施する。シミュϨーションは؃護ࢣの֤チー
ム会で実施するが、すべてのチーム会にҩࢣが参加することは೉しいため、ҩࢣが参加できないときには
ҩࢣ໾を立てて実施する。
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˓集த࣏ྍ෦門では、ҩࢣのޱ಄ࣔࢦをもとに؃護ࢣが౤与଎度やྲྀྔをॏ঱ܥシステムにೖ力することがࢄ
が૝定していなかった内容で౤与が継続されることはଞのҩྍ機関でもࢣされており、本事ྫのようにҩݟ
。はༀ෺ྍ法が適切に行ΘれているかチΣックする必要があるࢣこりಘる。ҩى

˓本事ྫには多くの؃護ࢣが関Θっているが、発ݟまで࣌ؒを要した。؃護ࢣは*$6で࢖用するༀࡎの知識を
持ͪ、通ৗとҟなるࣔࢦにはおかしいとؾ付けることが๬ましい。�3のҰつは࢖用໨的の確認である。

˓本事ྫでは、メイロンが定਺഑ஔされており、෺ྲྀシステムでༀࡎを੥求していたことから、調࣌ࡎにおけ
るༀࢣࡎのॲ方؂査は行Θれなかった。改善策にあるようにॲ方Φーダで෷いग़すこともҰҊであるが、本
事ۀにはメイロン੩஫���N-੡ࡎをޡってॲ方Φーダし、過ྔ౤与した事ྫも報告されており、ҩྍ安全情
報/P����ʮメイロン੩஫���N-੡ࡎのޡったॲ方ʯで஫ҙىשを行っている。メイロン���N-੡ࡎの࢖用
はリスクが高いことを認識する必要がある。

ʢ̑ʣ·ͱΊ
　本報告ॻでは、ප౩・෦ॺの定਺഑ஔༀに関連した事ྫについて、����೥�݄ʙ����೥�݄に報

告されたҩྍ事ނ情報��݅とώϠリ・ϋット事ྫ���݅の֓要をまとめた。さらに、ʮアϨルΪー・

ҧいʯをऔり্͛て分ੳし、ओな事ྫを専門分ੳ൝のٞ࿦とともに঺հしؒྔࡎʯの事ྫとʮༀسې

た。

　ҩྍ事ނ情報は、大൒が஫ࣹༀの事ྫであり、ʮༀࡎऔりҧ͑ʯが࠷も多く、次いでʮアϨルΪー・

ҧいʯの事ྫが多かった。ώϠリ・ϋット事ྫは、஫ࣹༀ、内෰ༀ、֎用ༀの順にؒྔࡎʯʮༀسې

報告が多く、ʮༀࡎऔりҧ͑ʯʮ規֨・ؒܗࡎҧいʯʮༀؒྔࡎҧいʯの事ྫが多かった。また、ώϠ

リ・ϋット事ྫは、ิॆや࢖用済みༀࡎのॲ方などༀࡎの؅ཧに関連した事ྫが報告されていた。

　ʮアϨルΪー・سېʯの事ྫは、ೖӃ࣌などにग़された必要࣌ࣔࢦにアϨルΪーやسېのༀࡎがه

をग़すࣔࢦやクリニカルパスによるࣔࢦった事ྫが多かった。必要࣌ࢸされていたことから౤与にࡌ

ߋが適切でない৔合はมࡎはࣗら患者の情報を確認し、ඪ४的なパターンになっているༀࢣは、ҩࡍ

する必要がある。

　ʮༀؒྔࡎҧいʯの事ྫはࣔࢦग़しʙࣔࢦडけʙ४備の֤ஈ֊で発生していた。ಛに、ࣔࢦग़しの

ஈ֊で発生した事ྫは、ޡったༀྔࡎのࣔࢦがग़された後、ༀࢣࡎによる؂査やシステムによるア

ラートの仕組みがなく、そのままのྔで౤与されており、定਺഑ஔༀにಛ༗の事ྫであった。

　定਺഑ஔༀを࢖用するࡍは、ࣔࢦをޡると修正されͣに౤与にࢸるリスクがあることを改めて認識

する必要がある。ҩࢣが必要࣌ࣔࢦやクリニカルパスをもとにしたࣔࢦをग़すࡍは、患者にとって適

切なༀࡎであるか、ࣔࢦ内容にؒҧいがないか、確認することがॏ要である。また、今後はこれらの

。のछྨやྔが適切かどうかチΣックできるようなシステムの開発が๬まれるࡎでग़されたༀࣔࢦ

　本テーϚは、次ճのୈ��ճ報告ॻでҾき続きऔり্͛、ʮༀࡎऔりҧ͑ʯやʮༀࡎの؅ཧʯの事ྫ

について分ੳすることとしている。
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ʢ̒ʣߟࢀจݙ
�ɽ�ެ ӹࡒ団法ਓ೔本ҩྍ機能評価機ߏɽҩྍ事ނ情報ऩ集౳事ۀɽୈ��ճ報告ॻɽ分ੳテーϚʮα

イϨース੩஫とセϨネース஫をऔりҧ͑て౤与した事ྫʯɽIUUQT���XXX�NFE�TBGF�KQ�QEG�

SFQPSU@����@�@5����QEG　ʢ参র���������ʣ

�ɽ�ҩྍ安全情報/P����ʮセϨネース஫とαイϨース੩஫のऔりҧ͑ʯɽIUUQT���XXX�NFE�TBGF�KQ�

QEG�NFE�TBGF@����QEG　ʢ参র���������ʣ

�ɽ�セϨネース஫�NHఴ付จॻɽॅ༑フΝーϚࣜג会ࣾɽ����೥��݄改గʢୈ�൛ʣɽ

�ɽ�ώベルφ஫��NHఴ付จॻɽాลࡾඛ੡ༀࣜג会ࣾɽ����೥�݄改గʢୈ�൛ʣɽ

�ɽ�メιトϨキセート఺ణ੩஫ӷ���NH�����NHఴ付จॻɽフΝイβーࣜג会ࣾɽ����೥��݄改గ

ʢୈ�൛ʣɽ

�ɽ�ロキιプロフΣン/Bৣ��NHཻࡉ����ʮαϫイʯఴ付จॻɽ୔Ҫ੡ༀࣜג会ࣾɽ����೥�݄改గ

ʢୈ�൛ʣɽ
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https://www.med-safe.jp/pdf/report_2021_1_T002.pdf
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_182.pdf



